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１. 背景 

動物園や水族館, 遊園地などのレジャー施設において, 入
園者の行動を把握することは新たなマーケティングやイベン

ト企画において重要である. 一方で, Wi-Fi 機能を持つスマー

トフォンの普及に伴い, スマートフォンから発せられる信号

を「人」とみなし, 人流を計測する手法が登場してきた. スマ

ートフォンなどの Wi-Fi 機器は Wi-Fi 基地局との接続をする

ために数秒から数分程度の間隔でプローブ要求をブロードキ

ャスとしている. このプローブ要求に含まれる機器固有の

MACアドレスをもとに分析を行うことで, 混雑度推定や端末

ごとの人流解析を行うことができる[1][2]. 
我々はこれまで, 効率的な施設の運営や来場者の満足度向

上のサービスの構築を目的とし, 大規模レジャー施設におい

て Wi-Fi パケットセンサを利用した入園者の行動パターンの

分析を行うため,東山動植物園に Wi-Fi パケットセンサを設置

し, 入場者の判別手法など基礎的な手法を提案してきた[5]. 
本稿では作成した移動系列データを用いた分析結果について

報告する. 

２.関連研究 

一井ら[3]は長野県上高井郡小布施町を対象に Wi-Fi パケッ

トセンサを用いて観光者の回遊行動の解析を行っている. OD
表から設置地点間の遷移確率や帰宅率を求め, 吸収マルコフ

モデルを用いて来場者数を予測する観光回遊行動を構築し, 
観光回遊行動の把握を行った. 

森本ら[4]は商業施設のグランドフロント大阪において人流

解析を行った.MAC アドレスごとにセンサ間の移動を抽出し, 
ウェブベースの可視化システムを構築することで, 施設の利

用状況を把握することに成功している. 
本研究で対象とするレジャー施設では, 観光地より狭まっ

た範囲であるため設置したセンサ間の距離は近くなる. また

開けた地形になっているため, スマートフォンから送信され

るプローブ要求が 0〜200m 範囲にある複数のセンサで観測さ

れることが多くある. そのため, 入園者の行動の分析結果に

多大な影響が出るといった課題が生じる. 

３．対象環境 

 本研究では, 東山動植物園を対象とする. 東山動植物園は

名古屋市が管理し, 59 ヘクタールの敷地面積を保有する日本

最大級の動植物園である. 園内には動物園や遊園地, 植物園, 

スカイタワーなどの複数の施設がまた園内には６カ所のゲー

トが存在し, 入園者はどのゲートからも出入りが可能になっ

ている. しかし, 入園者がどのゲートから入り, どのような

ルートを周り, どのゲートから退場したか, またどのような
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過ごし方をしたのか現状わからないでいる. 本研究では, 入
園者がどのようなルートで回っているかを把握するため, 図
１のように東山動植物園を A から K のエリアに分割し, エリ
ア間の移動を見ていく. なお, 各エリアにはWi-Fiパケットセ

ンサが数個設置してある. 
4. 分析 

 見通しが良い場所では, スマートフォンから送信されるプ

ローブ要求は 100〜200mの範囲まで届く. そのため, 現在い

るエリアとは別のエリアのセンサで観測される場合があり, 

入園者の移動ルートの推定において大きな影響が出る. この

影響を軽減させるために, アドレスの時系列データを 5分ご

とにサンプリングし, その５分間で得たデータの中で RSSI

値が最大であるデータを用いることにする. このように 5分

ごとに得られたエリアを１文字で表現し, 時系列で並べた文

字列の移動系列データを作成する. 作成した移動系列データ

に N-gram 法を適用し, 頻度の多い部分的なルートを抽出す

ることで, 入園者の主要な移動ルートを把握した. 図２はエ

リア A にあるゲートから入場した入園者における頻度の多い

７エリア間の移動ルートである. 一番多いルートである

ABCDCIEは, J（こども動物園）や K（植物園）のエリアには

訪れずに引き返し, IEのエリアに流れていくようなルートで

ある. これは, もともと K(植物園)や J(こども動物園)は目

的対象外であるか, 非効率な周り方をしている可能性がある. 

次に, 図３では入退場のゲートが同じ入園者の滞在時間と入

退場のゲートが異なる入園者の滞在時間に関するヒストグラ

ムを表している. 二つのヒストグラムを比較すると入退場が

同じ入園者の滞在時間は 2〜3 時間が多い. それに比べ, 入

退場のゲートが異なる入園者の滞在時間は 1 時間前後が多く, 

短い傾向であることが確認できた. この滞在時間における差

は, 例えば、東山動植物園での年間パスチケットを所持して

いる地元の人は, 園内に存在するレストランでお昼を食べる, 

またウォーキングをするといった目的で訪れる可能性が考え

られる. 一方で, 遠方からくる観光客や初めて訪れる人は, 

動物園を満遍なく楽しむといった目的が考えることができ, 

この目的の違いから, 滞在時間や入退場するゲートに影響が

出ているのではないかと考えられる. 

5. まとめ 
 本研究では, 入園者ごとに文字列の移動系列データを作成し, N-
gram を適用することで主要なルートの把握を行った. また, 入退場

のゲートにより, 滞在時間が異なることを確認し, 考察を行った. 今
後の方針としては, 作成した移動系列データを作成し、作成した移

動系列データや各エリア滞在時間をもとに可視化を行うこと

で, 入園者の滞在目的の抽出できないか検討する. また, 看
板などの設置をすることで, 入園者の行動を誘導できないか

といった検証を行い, 得られた結果から今後のイベント企画

などに活用できないかを検討している. 
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